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１．1号機PCV内部調査の概要
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◼ 1号機原子炉格納容器（以下，PCV）内部調査は，X-2ペネトレ
ーション（以下，X-2ペネ）から実施し，2023年4月に完了

◼ PCV内部調査に用いる調査装置（以下，水中ROV）はPCV内の
水中を遊泳する際の事前対策用と調査用の全6種類

◼ 水中ROV調査ステップ
① ROV-A 事前対策となるガイドリング取付
② ROV-A2 ペデスタル外の詳細目視
③ ROV-C 堆積物厚さ測定
④ ROV-D 堆積物デブリ検知・評価
⑤ ROV-E 堆積物サンプリング
⑥ ROV-B 堆積物3Dマッピング
⑦ ROV-A2 ペデスタル内部、壁部の詳細目視

資料提供：国際廃炉研究開発機構(IRID)
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２．ROV-Eサンプリング容器線量測定実績

ポイント
測定項目

調査ポイント1
【測定日：2月3日】

調査ポイント2
【測定日：2月3日】

調査ポイント3
【測定日：2月14日】

調査ポイント4
【測定日：2月14日】

γ線評価値
[mSv/h]

30.82 7.5 11.19 6.43

：調査ポイント

ROV-Eの調査ポイントと調査順序

◼ ROV-E調査で取得した堆積物のサンプリング容器表面の線量測定を実施

◼ γ線線量率については，今後のグローブボックスによる分取作業に影響を及ぼす値ではなかった
※グローブボックスでの分取作業における最大表面線量：150ｍSv/h未満

◼ 堆積物の外観は，2017年に取得した堆積物のサンプルと類似していた

◼ 堆積物の量については必要な量を取得できたと考えており，構外での詳細分析は可能と判断

◼ サンプルはグローブボックスでの分取作業後，構外分析機関への輸送を計画しており，調査結果の評価に
は１年程度を計画

2017年4月6日
サンプリング結果
（上澄み液除去前）

【表面線量】
γ線 ：9ｍSv/h

・調査ポイント④につい
ては，サンプリング量調
整のため容器の体積を減
らしており，金属部材で
隠れていますが，取得で
きたことは確認しており
ます。

資料提供：国際廃炉研究開発機構(IRID)

「2023年2月22日＿廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合事務局会議」資料
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３．堆積物分取作業の概要

◼ 取得した堆積物は，構外分析機関に輸送し詳細な分析を行う

◼ 堆積物はPCV内包水と同時に採取されているため、沈殿させ堆
積物を分離し輸送物とする

◼ 上澄み液は構内分析施設において分析を予定

◼ 構外輸送は，法令基準（放射能量，線量等量率ならびに表面汚
染密度）を満たすことを確認しA型輸送物として輸送する

◼ 構外分析機関においては，ICP-MS/AES分析※1やγ，αスペクト
ロメトリーによる放射線分析※2により，サンプルに含まれる元
素や核種の種類と量を把握する

◼ また，微粒子生成プロセスの検討により事故進展に関する情報
を引き出すことを目的として、電子顕微鏡（SEM、TEM）によ
る放射性微粒子の組織観察を行う

3分取作業イメージ

鉛遮へい容器

サンプリング装置
サンプリング容器

上澄み液

堆積物

堆積物（各分析機関向け）

グローブボックス概略

※1 U, Zr（燃料成分）、 Fe, Cr, Ni（鋼材成分）、

Si, Ca, Al, Mg（コンクリート成分）等

※2 134Cs, 137Cs,125Sb、154Eu、60Co、
241Am、239Pu + 240Pu 、244Cm等

SEM：走査型電子顕微鏡

TEM：透過型電子顕微鏡

ICP-MS：誘導結合プラズマ質量分析

ICP-AES：誘導結合プラズマ分光分析



作業
項目

2022年度

6月 7月 8月以降

堆積物分取作業

＜現地＞

構外輸送準備作業

＜現地＞

分析機関

＜構外＞

４．工程

グローブボックス搬入，設置

堆積物分取作業

エリア養生，作業準備

グローブボックス除染，廃材処理

構外輸送に向けた仕立て作業

構内分析

構外輸送

詳細分析
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作業
項目

2021年度 2022年度 2023年度

2月 3月 4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 ５月 6月

1号PCV
内部調査

＜現地＞

＜構外＞

（参考）1号機PCV内部調査実績

後半調査に向けたトレーニング

【ROV-A】南側ガイドリング取付完了(2/8~2/10)

段取り替え

ペデスタル外周調査(3/14~)

地震による調査一時中断(3/16)

調査中断(3/29)

一部ペデスタル外周調査(3/28)

浸水調査，予備機への交換

段取り替え

PCV水位調整

【ROV-C】堆積物厚さ測定完了(6/7～6/11)

予備機でのペデスタル外周調査(5/17～5/23)

装置搬出，養生見直し

ROV-Cケーブル挟まれ事象に伴う再現性確認

干渉物の追加反映
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【ROV-D】堆積物デブリ検知完了(12/6～12/10)

段取り替え

段取り替え（制御装置入れ替え含む）

【ROV-E】堆積物サンプリング2回目完了
(2/10～2/11)

【ROV-B】
堆積物3Dマッピング完了(3/4～3/8)

【ROV-E】堆積物サンプリング1回目完了
(1/31～2/1)

【ROV-A2】(3/28～4/1)
ペデスタル内調査

段取り替え

段取り替え

段取り替え

調査装置撤去・片付け

【シールボックス他原因調査・予備機交換】
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◼ ROV-Eによる堆積物サンプリングについては，1月12日に発生した調査中断事象の対策と
して，1月31日に再現性確認を実施。事象の再現がないことから，原因は異物の噛み込みに
よる一過性のものと判断

◼ その後調査を再開し，2月1日にかけて計画した1回目の調査を完了したことから，同日に
ROV-Eのアンインストールを実施

◼ 続く2回目の調査については，2月10日，11日にかけて計画した箇所の調査を完了したこと
から，11日にROV-Eのアンインストールを実施

◼ 計画通り4個所からの堆積物サンプルを取得。取得したサンプルは構外分析機関への輸送を
計画しており，PCV内部調査後にグローブボックスでの分取作業を予定

◼ 現在はROV-Bによる堆積物3Dマッピングに向けた装置の搬入・動作確認などを実施中

ROV-Eの調査実績 ROV-Eの装置構成

ROV投入位置

ペデスタル
開口部

ジェットデフレクタA

ジェットデフレクタH

ジェットデフレクタG

ジェットデフレクタF

ジェットデフレクタE

L型サポート

1
2

3
4

1

2

3

4

5

6

7
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資料提供：国際廃炉研究開発機構(IRID)

（参考）ROV-E調査実績

「2023年2月22日＿廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合事務局会議」資料


